
令和４年度小林市立南小学校
校長室だより [☞ R4.6.2(木)]

未だ「コロナ禍」真っ只中ではありますが、
学校医さんの協力をいただきながら約２か月に
渡って行う児童の健康診断もほとんど終了し、
社会科見学や校外学習等も計画どおりに実施す
ることができています。▼ご家庭の協力もいた
だきながら、新型コロナウイルスに関する対策
や対応がきちんと行われていることで、このよ
うな貴重な学習の機会が守られています。▼も
う一踏ん張りでしょうか。引き続きご協力をよ
ろしくお願いします。

【令和４年度 教科書展示会】
６月１０日（金）から２８日（火）まで、小
林市立図書館で「教科書展示会」が行われます。
▼ご存知かもしれませんが、ひと口に「教科書」
といっても、全国どこでも同じものを使ってい
るわけではなく、複数の出版社がそれぞれに工
夫しながら作っています。その中から、国レベ
ル、県レベル、地域レベルでの様々な審査や選
択に関する過程を経て選ばれた教科書を南小学
校の児童は使っているということになります。
▼今回開催される「教科書展示会」では、本地
区・本県において採択されていない出版社の教
科書もたくさん展示してあります。出版社によ
って力の入れどころ、内容や紙面等の構成、資
料やヒントに関するコーナーの工夫等々、見比
べてみるといろいろな違いがあります。この機
会に、ご家族、ご近所等々、お誘い合わせの上、
足を運んでみられてはいかがでしょうか。▼開
館時間は、平日、土曜、日曜ともに、午前９時
３０分から４時３０分まで（最終日は午後３時
まで）で、月曜日は休館、土日の展示は６月１
１日（土）と１２日（日）のみとなっているよ
うです。また、新型コロナウイルスの感染状況
によって計画が変更される場合があるそうです
ので併せて留意ください。

【児童の活躍】

《宮崎日日新聞への掲載》

読まれた方もいらっしゃるかと思いますが、５
人の児童の日記が新聞に掲載されました。▼作品
は児童玄関に掲示しています。▼作品中の素敵な
フレーズを少しだけ紹介します。

☞ ４月２４日（日）

「豚を出荷したよ」

５年１組 豊原 百花（ももか）さん

… 豚は１頭１６０キロぐらいあるので足をふま

れると骨せつやひびが入ることがあります。だ

から板でトラックに入れました。 …

☞ ５月 ４日（水）

「竹の子むいたよ」

５年１組 黒澤津 裕夢（ひろむ）君

… １個目をむき終わったら「この白いのも取っ

て」と言われました。だから、２個目は白いの

が残らないように気をつけてしました。 …

☞ ５月１０日（火）

「しあいドキドキ」

２年１組 三輪 凛花（りんか）さん

… はじめてコートにでました。わたしは、ドキ

ドキしたけど、うれしかったです。つぎは、サ

ーブがきてもじぶんからとりたいです。 …

☞ ５月１５日（日）

「マッサージした」

２年１組 服部 大輔（だいすけ）君

… しごとでつかれていたので、ぼくのマッサー

ジでつかれをとってあげました。おかあさんは、

ぐっすりねていたので、ぼくもねました。 …

☞ ５月２２日（日）

「ごみひろい通学」

５年１組 吉留 陽彩（ひいろ）さん

… 通学路を通るとごみがそんなに落ちていなか

ったので、「いろんな人がふだんからきれいに

しているんだな」と思いました。 …

南小児童による様々な挑戦や活躍をこれからも
応援していきます！

… 嬉しかったこと …

✐ 南小では朝のボランティアに取り組む児童がたく
さんいますが、５年生の有志たちは、毎朝、校庭の
落ち葉掃きをしてくれています。５年２組担任の坪
田啓介教諭と久保田凰介（おうすけ）君の２人から
始まったと聞きましたが、取組の輪は今では学級を
超えています。集めた落ち葉でいっぱいのリヤカー
を先生と一緒に押す姿は実に微笑ましいものです。

✐ ５月１８日（水）の下校中に、１年児童のランド
セルから中身が全て歩道に落ちてしまうというアク
シデントがあったようです。そこに、小林中学校の
生徒が通りかかり、教科書や文房具を拾って、一緒
にランドセルに片付けてくれたそうです。中学校に
はすぐにお礼の電話をしました。中学生も温かく後
輩達を支えてくれていると実感するニュースでした。

✐ ５月２０日（金）の朝、５年２組の東原美月空
（みりあ）さんが、１年生を抱きかかえながら登校
してきました。事情を尋ねると、同じ登校班の１年
生が途中で転倒したとのことでした。鼻や手のひら
に擦り傷を負っていることも教えてくれました。小
さなお友達のことを心配して、自ずとこのような健
気な行動をとることのできる児童が南小にいること
を誇らしく思います。

✐ 毎日、昼休みになるとたくさんの児童が運動場で
元気に遊んでいますが、その中に先生の姿もみられ
ます。校長が促したわけではありません。正直なと
ころ、教員の業務は膨大でキリがないのですが、職
員が児童との触れ合いを大事にしてくれていること
をとても嬉しく思っています。(^^)


